
鏑

鍬
齢

全

日

本

実

業

柔

道

団

体

対

抗

大

会

報

告

書

阪

神

淡

路

大

震

災

復

興

析

念

大

会

ガ
ン
バ
レ
神
戸
μ
　
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
祈

念
大
会
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
４６
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
６
月
８
～
９
の
両
日
、
神
戸

市
須
磨
区
緑
台

（神
戸
総
合
運
動
公
園
内
）
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
本
大

会
か
ら
８
チ
ー
ム
が
１２
チ
‐
ム
と
拡
大
し
た
男
子

第

一
部
は
新
日
本
製
鐵
と
Ｊ
Ｒ
Ａ
日
本
中
央
競
馬

会
が
昨
年
と
同
じ
く
決
勝
で
顔
を
合
わ
せ
た
。
実

力
は
伯
仲
し
て
お
り
、
０
１
０
の
引
き
分
け
と
な

っ
た
が
、
代
表
者
戦
の
結
果
、
新
日
鐵
の
増
地
克

之
四
段
に
旗
三
本
と
も
上
が
り
、
僅
差
の
判
定
勝

ち
を
も
の
に
し
た
。
新
日
鐵
は
２
年
連
続
通
算
２７

新

日

鐵

が

２

年

連

続

２７

回

目

の

優

勝

回
目
の
日
本

一
と
な

っ
た
。

第

二
部

（
２６
チ
‐
ム
）
は
、
そ
ど
う
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
京
と
準
決
勝
で
代
表
戦
に
も

つ
れ
込
ん
だ
他
は

堅
実
に
試
合
を
進
め
、
決
勝
で
新
日
鐵
広
畑
の
追

跡
を
押
え
て
初
優
勝
を
決
め
、
第

一
部
復
帰
を
も

の
に
し
た
。

第
三
部

（
８０
チ
‐
ム
）
も
タ
ッ
グ
高
宮
接
骨
院

が
三
菱
建
設
を
破

っ
て
初
優
勝
し
た
。

今
年
か
ら

一
、
二
部
制
に
切
り
替
え
た
女
子
は

第

一
部
を
５
チ
ー
ム
に
よ
る
５
人
制

（従
来
は
３

人
制
）
総
当
た
り
式
を
採
り
、
内
容
の
充
実
を
図

っ
た
。
こ
の
結
果
、
選
手
層
の
厚
い
ミ
キ
ハ
ウ
ス

が
２
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。
ま
た
従

来
通
り
３
人
制
勝
ち
抜
き
式
の
第
二
部
は
７
チ
ー

ム
が
参
加
、
大
阪
府
警
が
―
１
０
で
バ
ッ
ケ
ン
モ

ー
ツ
ア
ル
ト

（広
島
市
の
洋
菓
子
製
造
業
）
を
降

し
て
新
し
い
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

な
お
、
８
日
の
開
会
式
で
年
間
最
優
秀
選
手
賞

の
永
野
重
雄
杯
が
幕
張
世
界
柔
道
７‐
ｋｇ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
秀
島
大
介

（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
に
、
宮
崎
輝
杯
が
福

岡
国
際
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
５２
ｋｇ
優
勝
の
菅
原

教
子

（ダ
イ
コ
ロ
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。

開会式であいさつする永井孝信労働大臣(初の大臣出席)

年間最優秀選手賞 宮崎輝杯を斎藤会長から受賞する菅原教子選手

開会式で歓迎の挨拶をする神戸市長

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
３５
固
定
時
総
会
は
、
６
月
８
日
ω
ｌＯ
時
１５

分
か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
一戸
（神
戸
一巾
）
で

開
催
さ
れ
平
成
８
年
度
事
業
の

「
ガ
ン
バ
レ
神

戸
／
阪
神

・
淡
路
大
震
災
復
興
祈
念
大
会
　
第

４６
回
全
日
本
実
業
団
体
対
抗
大
会
」
は
じ
め
下

記
の
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

な
お
、
定
時
総
会
に
先
立
ち
理
事
会
が
開
催
さ

れ
同
議
案
が
了
承
さ
れ
た
。

平
成
７
年
度
事
業
報
告

平
成
７
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
８
年
度
事
業
計
画
案

平
成
８
年
度
収
入
支
出
予
算
案

定例総会で挨拶する阿南議長 (中央 )



代
表
戦
は
増
地
―
大
沈

新
日
鐵
が
陽
動
戦
術
？

第

一
部
決
勝
。
先
鋒
戦
の
養
父
―
秋
山
は
前
年

１１
月
の
実
業
団
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
に
同
行
し
た
エ
ー

ス
級
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
両
者
と
も
全
て
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
。
互
い
に
技
を
封
じ
合
い
、
慎

重
に
守
り
切

っ
た
４
分
間
。
以
後
も
引
き
分
け
が

続
き
、
大
将
戦
は
ベ
テ
ラ
ン
新
日
鐵
の
岡
泉
兄
硼

と
今
が
盛
り
の
賀
持
側
の
顔
合
わ
せ
。
だ
が
、
こ

こ
で
も
気
迫
の
岡
泉
は
賀
持
左
右
の
背
負
い
投
げ

を
こ
と
ご
と
く
つ
ぶ
し
て
技
を
掛
け
さ
せ
ず
、
ス

タ
ン
ド
た
め
息
と
緊
迫
感
に
満
々
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
と
し

て
は
賀
持
に
大
き
く
期
待
を
寄
せ
た

一
戦
で
あ

っ

た
が
…
。

代
表
戦
の
メ
ン
バ
ー
選
び
は
互

い
の
作
戦
に

″読
み
″
も
大
き
く
動
く
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
は

「新
日
鐵

は
養
父
」
と
読
ん
だ
。
先
鋒
の
任
務
を
終
え
て
以

後
１６
分
間
休
養
は
十
分
の
養
父
だ
。
そ
し
て
Ｊ
Ｒ

Ａ
は
次
鋒
に
出
た
大
漉
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
見
る
と
新
日
鐵
側
は
養
父
、
岡
泉
弟
、

中
谷
の
二
人
が
立
ち
上
が
っ
て
肩
を
回
し
た
り
、

準
備
運
動
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
右
端
の

養
父
が
出
る
―
。
疑
う
余
地
は
な
い
と
見
え
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
新
日
鐵
の
陽
動
作
戦
だ
っ
た
と

し
た
ら
ｉ
。
突
如
、
ベ
ン
チ
に
座
し
て
い
た
岡
泉

兄
、
増
地
の
う
ち
、
増
地
が
立
ち
上
が
っ
て
腕
を

回
し
始
め
た
。
静
か
な
動
き
で
あ

っ
た
。
そ
の
時

を
待

っ
て
い
た
よ
う
に
場
内
放
送
が

「新
日
本
製

鐵
　
増
地
選
手
」
の
名
を
コ
ー
ル
し
た
。

増
地
と
大
漉
。
そ
の
戦
い
の
流
れ
も
微
妙
で
あ

っ
た
。
増
地
は
左
大
内
刈
り
、
右
で
朽
木
倒
し
と

追
い
込
む
場
面
を
作

っ
た
。
４
分
間
を
過
ぎ
た
ブ

ザ
ー
の
合
図
で
、
校
判
定
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
ど

ち
ら
に
上
が
る
か
、
全
く
分
か
ら
な
い
、
そ
の

一

瞬
、
「判
定
」
の
声
と
共
に
赤
旗
が
三
本
、
増
地
に

そ
ろ
っ
た
。

増
地
は
昨
年
ま
で
実
柔
連
の
マ
ル
ナ
カ
（阪
神

山
陽
四
国
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
の
所
属
だ
っ
た
。
今

春
、
筑
波
大
の
大
学
院
修
了
を
機
に
新
日
鐵
の
社

員
と
な
っ
た
。

鉄

の
軍

団

こ

の
気

迫

村
田
正
夫
監
督
の
左
肩
は
、
び
っ
し
ょ
り
濡
れ

て
い
た
、
選
手
の
汗
か
、
一涙
の
跡
か
。
「増
地
は
よ

1 結 中 た か た た 使 く
¬監 果 に

°
ら が
° つ け

い 督 酌 集 4・
｀
出 た い

や 就 に 中 分 大 」 来
°
こ｀

任 ソ さ や 会 Rれ 引 し
選 ニ ツ せ つ 前 Aば き ｀
手 年 の て た の も 養 分 調

偏lζ旱璽0身ε:簿壕琶ノrtl

′ ・́ り 2道 作 休 ― を 地 つ か°
と だ る む 週 知 で た つ

前 は つ の
｀
間 り 2が た

日 監 た が そ
｀
尽 点

｀
の

も 督 吐
°
目 の 近 く 取 積 で

第 み  的 4大 し り 極 代
二 よ  だ 分 で て た 的 表
部 う  つ 問 や い か だ 戦
で り  た の つ る つ つ に決勝 代表戦の増地 (左 )と 大漉

2連覇を達成した村田監督と新日鐵チーム

は
高
卒
ば
か
り
で
固
め
た
チ
ー
ム
が
決
勝
進
出
し

た
。
今
日
の
第

一
部
チ
ー
ム
が
奮
起
す
る
材
料
と

な
っ
た
。
実
業
団
で
は
傑
出
し
た
チ
ー
ム
だ
。
岡

泉
兄
弟
の
準
決
勝
の
頑
張
り
、
甲
斐
の
何
と
し
て

も
築
原
を
防
ぐ
、
そ
の
気
迫
…
…
甲
斐
は
救
急
車

で
病
院
に
運
ば
れ
た
。
（左
ひ
じ
じ
ん
帯
損
傷
）
甲

斐
は
ケ
ガ
す
る
ま
で
頑
張

っ
た
。
僕
も
ま
ず
か
っ

た
け
ど
準
決
勝
で
は
涙
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
甲

斐
の
た
め
に
も
皆
頑
張
ろ
う
」

鉄
の
軍
団
は
県
下
の
広
畑
に
凱
旋
し
た
。

「
ガ
ン
バ
レ
神
戸
″
と
い
う
こ
と
で
、
僕
た
ち

も
姫
路
な
の
で
」
や
っ
と
監
督
に
微
笑
が
浮
か
ん

だ
。

（宮
澤
正
幸
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

永
井
労
相
が
ス
ピ
ー
チ

○
…
８
日
の
開
会
式
（１２
時
）
に
地
元
選
出
、
永

井
孝
信
労
働
大
臣
が
出
席
し
た
。
労
働
大
臣
杯

争
奪
の
当
大
会
に
現
職
の
大
臣
が
顔
を
見
せ
、

あ
い
さ
つ
を
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
大
臣

は
早
め
に
来
場
し
、
特
別
室
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表
の
田
村
亮
子
女
子
４
段
（帝
京
大
３
年
）
と

親
し
く
会
話
を
交
わ
し
、
極
め
て
快
活
な
表
情

で
開
会
式
に
臨
ん
だ
。
労
働
大
臣
の
出
席
、
激

励
に
大
会
は
例
年
よ
り
盛
り
上
が
り
、
多
く
の

成
果
を
収
め
た
。



男子第一部成績表

優 勝 新 日 本 製 鐵

準優勝 日本中央競馬会
第 3仕 旭 化 成 工 業

第 3仕 京 葉 ガ ス

新 日 本 製 鐵 |

フジ&トライオーシャン 2

日本道路公団(醐  3
(次年度2部出場)
綜 合警備保障 4
(次年度 2部 出場 )

九 州 電 力 5

旭  イし  成  6

京 葉 ガ ス 7

清 水 建 設 8

東 洋 水 産 9
(次年度2部出場)

日本道路公団lA)10

東     芝 H
(次年度2部出場)
日本中央競馬会  12

新
日
本
製
鐵

【1 回 戦】

フジ&トライオーシャン 2-1  日本 道 路 公 団 B
九 州 電 力 1-0綜 合 警 備 保 障

清 水 建 設 ②-2 東 洋 水 産
日本道路公団A 2-0 東     芝

【2 回 戦】

新   日  鐵
旭  化  成
京 葉 ガ ス

日本 中央競馬会

3-0  フジ&トライオーシャン
3-0 九     電
21清 水 建 設

1-0 日本道路公 団A

第

一
部

大

森

千

賀

子

（ヽ
革

９

乙

　

　

笹

村

千

津

子

（ヽ
革

今

乙

永

井

和

恵

タ
イ
こ

第
二
部

木

山

奈

央

子

（大
阪
璽
ε
　

　

　

白

石

千

恵

（大
阪
理
ε

堀
　

利

容

子

（バ
ケ
≧
う
ア
イ
）

第
二
部

第
三
部

勝】【決

（新
口
鐵
）

（Ｊ
Ｒ
Ａ
）

（京
葉
ガ
ス
）

（そ
ご
う
）

（新
日
鐵
広
畑
）

（上
組
）

（タ
ッ
グ
高
宮
接
骨
院
）

（三
菱
建
設
）

（化
成
物
流
）

今 岡

庄 本

智 雅

樹 信

小 野

沼 瀬

誠 守

司 弘

築 岡

原 泉

信

一 茂

（新
日
鐵
）

（旭
化
成
）

（そ
ご
う
）

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
一塁

（タ
ッ
グ
高
宮
接
骨
院
）

（ア
イ
シ
ン
精
機
）

［
女

子
］

中 野 蓮 駒 永 阿 山 大 増

尾 本 見 井 井 部 本 漉 地

成 大 弘 拓 亮  兼 賢 克
志 道 樹 郎 平 淳 治 司 之

【準 決 勝】

第 1試合

新  日  鐵 2-1 旭
増 地 克 之 4段

―○岡 泉  茂  4段 注   意
養 父 直 人 4段

―甲 斐 康 浩 4段 横四方固め
○岡 泉  淳 4段 注   意

第 2試合

日本 中央競馬会 2-0 京
藤 本 博 史 3段

―○松 本 昌 広 3段 横四方固め
賀 持 道 明 4段

―佐 々 木 伸也  3段

―○大 漉 賢 司 3段 有   効

新   日  鐵  0-0 日本 中央競馬会
養 父 直 人 4段

―

秋 山 勝 彦 5段

岡 泉  茂  4段 

一

 大 漉 賢 司 3段
増 地 克 之 4段

―

佐 々木 仲 也 3段
中 谷  弘 4段 

―

 松 本 昌 広 3段
岡 泉  淳 4段 

―

 賀 持 道 明 4段

(代 表 戦 )

0増 地 克 之 4段  3-0 大 漉 賢 司 3段

化   成
下 出 善 紀 5段

窪 田  茂 3段
松 村 浩 二 4段

築 原 信 -3段
小 林 広 幸 3段

葉 ガ ス

山 本 兼 治 3段

中 嶋 一 也 3段

上 本 裕 祥 4段

山 岸 裕 二 3段

武 藤 裕 次 4段



一
部

復

帰

め

ざ

し

て

そ
４】う
監
督
大

崎

昭

浩

う
ち
は
こ
の
５
人
し
か
い
な
い
。
し
か
し
何
と

し
て
も

一
部
復
帰
を
目
標
に
し
て
半
年
前
か
ら
合

宿
で
メ
ニ
ュ
ー
組
ん
だ
せ
い
で
精
神
的
に
も
皆
が

強
く
な

っ
た
。
合
宿
は
月
２
回
、
―
週
間
ず

つ
や

っ
た
。
平
均
す
る
と
、
う
ち
は
小
さ
い
チ
ー
ム
な

の
で
国
士
大
な
ど
で
大
き
い
人
に
相
手
に
な

っ
て

も
ら

つ
た
。
野
瀬
は
大
将
向
き
で
、
せ
り
合

っ
て

来
る
と
強

い
。

第二部初優勝のそどうチーム

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
壮
行
会

○
…
８
日
夜
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

今
回
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
日
本
代
表
と
な

っ
た
実
柔
連
所
属
の
役
員
（上
村
春
樹
、
南
喜
陽
、

菅
原
正
明
、
持
田
典
子
）
選
手
（小
川
直
也
、
吉
田

秀
彦
、
中
村
三
兄
弟
、
菅
原
教
子
、
恵
本
裕
子
、

欠
席
田
辺
陽
子
）
と
特
別
ゲ
ス
ト
田
村
亮
子
ら
十

二
人
の
壮
行
会
と
懇
親
会
を
兼
ね
、
華
や
か
に
開

催
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
代
表
を
右
か
ら
順
に
紹
介
し
て
い

た
司
会
の
女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
″
こ
れ
で
男
子

は
終
り
と
″錯
覚
、
「中
村
行
成
選
手
は
残
念
な
が

ら
欠
席
で
す
」
こ
の
と
き

一
歩
前
に
踏
み
出
し
て

い
た
中
村
三
兄
弟
の
真
ん
中
は
カ
ク
ッ
と
、
こ
け

る
真
似
。
こ
の
一
幕
で
大
爆
笑
。

齋
藤
裕
会
長
か
ら
代
表
の
上
村
氏
に
激
励
金
を

贈
り
、
上
村
氏
は

「外
国
も
強
い
で
す
が
、
出
来

る
だ
け
頑
張

っ
て
ご
期
待
に
こ
た
え
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
力
強
く
答
礼
を
し
た
。

【準 決 勝】
そ  ど  う 0-O N T T東 京

石 チ|1哲 也 3段 一→←一 青 沼 康 之 3段

澤 田 一 勝 3段 一→←一 関 口 敦 司 3段

菊 池  傑 3段
―

岩 村  衡 5段
阿 吉Б  淳 3段 ―→←― 小 沼 誠 司 3段
野 瀬 守 弘 3段 ―→←― 島 村 昌 利 3段

(代 表 戦 )
○菊 池  傑 3段    青 沼 康 之 3段

新 日 鐵 広 畑 ① ― 1上    組

桜 井 憲 史 3段
―

池 田 篤 志 4段

吉 岡 正 人 2段 一→←― 中 村 博 信 3段

○永 井 亮 平 2段 横四方固渡 辺  忠 3段
長 谷 川洋 紀 3段 注  意 古 木 勇 昭 3段 ○
内 藤 幸 次 2段 ―→←― 駒 井 拓 良「 3段

【決  勝】
そ  ど  う 2-0新 日 鐵 広 畑

石 ナ|1哲 也 3段 ―⇒←― 桜 井 憲 史 3段

澤 田 一 勝 3段 一→←一 吉 岡 正 人 2段

菊 池  傑 3段 ―→←― 永 井 亮 平 2段
○阿 部  淳 3段 長 谷 川 洋 紀 3段

震災復興祈念大会に賛同し特別参加した田村亮子選手 (中央) ○野 瀬 守 弘 3段 押え込み 内 藤 幸 次 2段



優 勝 そ ご う

男子第二部成績表

第 3位  NTT東 京
準優勝 新日鐵広畑 第 3位 上   組

以上の 4チームは次年度第一部に昇格する

新 日鐵 名 古 屋

多 賀 製 作 所

常 盤 薬 品 3

そ   ご   う 4
(次年度 1部出場)

綜合警備保障lB1 5

日 本 通 運 6

旭 化 成 lA1 7

NTT東 京
(次年度 1部出場 )

三 井 生 命

ミ ツ ウ ロ コ 10

新 日 鐵 八 幡 11

新 王 子 製 紙 12

ダ イ コ r713

14綜 合警備保障 lAl

15西  興  産 業

16 上     組
(次年度1部出場)

17東 京 消 防 庁

18ト ヨ タ 自 動 車

19近 畿 通 関

20旭 化 成 lBl

21 東  レ 滋  賀

22豊 田 自 動 織 機

23新 日 鐵 広 畑
(次年度 1部出場)

24 セ   コ   ム

25日 本 電 装

26 自衛隊体育学校

サ
イ
ン
会
や
ら
ビ
デ
オ
放
映
や
ら

○
…
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
の
サ
イ
ン
会
は
入
場
者

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
い
た
整
理
券
を
持

っ
て
行
列

し
、
中
村
三
兄
弟
と
吉
田
、
女
子
で
は
恵
本
、
菅

原
、
田
村
の
前
で
、
す
で
に
用
意
し
て
あ

っ
た
印

刷
済
み
サ
イ
ン
付
き
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
受
け
取
り

一
人
ひ
と
り
に

「
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
」
と
握
手

を
交
わ
し
、
大
喜
び
だ
っ
た
。

○
…
三
階

ロ
ビ
ー
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
か
ら

バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
ま
で
の
ビ
デ
オ

・
ハ
イ
ラ
イ
ト

を
入
場
者
に
サ
ー
ビ
ス
し
た
。
協
力
は
全
柔
連
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
稲
葉
員
次
さ
ん
な
ど
。

○
…
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
で
目
に
つ
い
た
の
は
灘
の

銘
酒

「菊
正
宗
」
だ
。
何
を
隠
そ
う
、
講
道
館
柔

道
の
始
祖

・
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
生
家
な
の
で
あ

ン０
。

ア
ト

ラ

ン
タ

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
選
手
か
ら

サ
イ
ン
入
り
色
紙
を
渡
さ
れ

大
喜
び
の
少
年
少
女



第二部優勝のタッグ高宮接骨院

深
夜
の
練
習
実
る

タ
ツ
グ
高
宮
接
骨
院
監
督
三

田

雅

仁

ポ
イ
ン
ト
ゲ
ツ
タ
ー
の
岡
本
を
中
心
に
戦

っ
た

が
、
―
点
を
守
ろ
う
と
す
る
の
で
な
く
、
皆
が
攻

撃
柔
道
で
挑
ん
だ
。
全
体
に
小
粒
で
重
量
級
は
―

人
も
い
な
い
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、
週
３
回
―

時
間
の
け
い
こ
も
深
夜
に
他
の
道
場
を
借
り
た
が
、

皆
休
ま
ず
に
来
た
。
試
合
を
想
定
し
た
練
習
が
良

か
っ
た
と
思
う
。
岡
本
は
代
表
戦
（ダ
イ
コ
ロ
）
を

入
れ
て
８
試
合
中
に

一
本
勝
ち
７
、
技
有
―
だ
っ

た
。

【準々決勝】

ダ ッ グ 高 宮 接 骨 院 2-2ダ  イ

(代 表 戦 )

建

物

菱

成

○

ア

三

化

岡 本 雅 信

イ シ ン 精

/1＼  クト メ」

機 2-1 上
設  |-0 日
流  3-1 東

【準 決 勝】

3段 大   腰
3段 有   効
3段 内   股
3段 横四方固め
2段 警   告

新 盛 隆 志

本  生

レ

組

命  A
滋   賀

イ シ ン 精 機

小 田浩 一郎  3段
宇 井 和 寿 4段

大 軒 英 幸 4段

今 庄 智 樹 2段

大 柿 恵 二 郎 4段
成  物  流
濱 田 泰 孝 2段

片 山  努 2段
畑  耕 治 3段
中 尾 成 志 4段

古 賀 泰 広 3段

菱  建  設
粟飯 原 啓 之 3段
福 永 公 彦 3段

野 本 大 道 3段 ○

川 上 晃 司 3段

村 田 幸 治 3段

２
年
連
続
Ｔ
Ｖ
放
映

地
元
サ
ン
テ
レ
ビ
の
放
送

エ
リ
ア
は
阪
神
、
奈

良
と
徳
島
県
の

一
部
に
限
定
さ
れ
た
が
、
９
日
午

後
６
時
か
ら
７
時
４４
分
ま
で
の
放
送
内
容
は
、
実

に
楽
し
く
、
内
容
も
豪
勢
を
極
め
た
。
な
に
し
ろ
、

９
日
か
ら
愛
媛
県
川
之
江
合
宿
に
参
加
す
る

″
Ｙ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
ち
ゃ
ん
″
こ
と
田
世
見
子
選
手
ま
で

会
場
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
マ
ネ
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

田
村
の
コ
メ
ン
ト
は

「
と
て
も
神
戸
は
き
れ
い

な
町
で
、
本
当

に
地
震
が
あ

っ
た
の
か
な
？
と
思

朋

　
一二

っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
私
は
三
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
の
で
気
持
ち
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
ま
す
」
に
、
Ｔ
Ｖ
視
聴
の
大
合
役
員

か
ら
思
わ
ず
拍
手
。
な
お
、
昨
年
の
松
山
大
会
は

深
夜
番
組
で
地
元
に
放
送
し
た
。
記
録
と
し
て
は
、

こ
れ
が
初
め
て
の
快
挙
。

タ ッ グ 高 宮 接 骨 院 3-| ア
蓮 見 弘 樹 3段

―○ 吉 野 竜 -3段 技  有
○ 山 本 高 行 3段 有  効
○ 岡 本 雅 信

荒 川 浩 司

三  菱  建
○ 粟 飯 原啓 之

○ 福 永 公 彦

○ 野 本 大 道

川 上 晃 司

○ 村 田 幸 治

【決

タ ッ グ 高 宮 接 骨 院 3-|

3段 技   有
2f斐  

―言費  4--0  イし

3段 背 負 投

3段 け さ 固 め

3段 合 わ せ 技

3段

―3段 内 ま た

○ 蓮 見 弘 樹

○ 吉 野 竜 一

山 本 高 行

○ 岡 本 雅 信

○ 荒 川 浩 司

☆ 〔タッグ高宮接骨院、三菱建設、アイシン精機と化成物流の 4

チームは次年度第二部へ昇格する〕



【優勝までの対戦成積】

①第 1試合

ミキハウス(I勝)4--0

エ
ー
ス
抜
き
で
苦
し
い
優
勝

前
日
に
大
阪
府
警
さ
ん
が
二
部
傷
勝
し
た
の
で
、

い
っ
し
ょ
に
優
勝
し
ま
し
ょ
う
と
合
同
練
習
し
た

結
果
が
出
て
良
か
っ
た
。
う
ち
も
今
回
は
立
野
と

田
辺
（オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
ど
一人
の
エ
ー
ス
を
抜

い
て
い
る
が
、
住
友
さ
ん
も
恵
本
、
ダ
イ
コ
ロ
さ

ん
も
菅
原
（オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
）
を
置
い
て
戦

っ

て
い
る
。
そ
の
ダ
イ
コ
ロ
さ
ん
は
波
が
あ
っ
た
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
監
督
橋

本

圭

史

波
の
怖
さ
を
私
は
知

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
う
対

応
す
る
か
苦
心
し
た
。
住
友
さ
ん
は
前
の
方
が
怖

か
っ
た
。
先
鋒
戦
な
ど
イ
チ
か
バ
チ
か
賭
け
て
き

た
ほ
ど
だ
つ
た
。
笹
村
が
技
有
と
ら
れ
て
取
り
返

し
た
が
、
同
じ
引
き
分
け
で
も
大
き
く
違
う
。
あ

の
―
点
を
守

っ
た
の
だ
か
ら
大
き
い
。○植 田  睦

○大 森 千 賀子

笹 村 千 津子

○吉 田  希
○増 田 仁 子

②第 2試合

大 森 千 賀 子

○植 田  睦
吉 田  希
笹 村 千 津子

浅 田 ゆ か り

③第 3試合

植 田  睦
○大 森 千 賀 子

吉 田  希
○笹 村 千 津 子

浅 田 ゆ か り

植 田

吉 田

3段 腕 ひ し ぎ

2段 合 わ せ 技

2段

―2段 内   股
3段 後 け さ

老 ど う(2敗 )
笠 崎 恭 子 初段
五 十嵐 美 賀 初段

松 尾 徳 子 2段

横 山 由 香 初段
吉 野 貴 代 子 初段

ミキハウス(3勝)|― -0 住 友 海 上 (2勝 1敗 )
上 田尾 理 恵 初段

吉 岡 河ヽ 芽 初段
木 本 奈 美 2段

角 地 泰 子 2段

福 場 由里 子  2段

2段 ― ⇒ ← ―
3段 大 外 刈 り

2段 ― ⇒ ← ―
2段 ― ⇒ ← ―
2段 ―― ⇒ ← ―

ミキハウス(4勝)2-| コ マ ツ(1勝 3敗 )
3段

2段

2段

2段

2段

睦 3段
希 2段

崩れけさ固め(狩秒)伊 藤 幸 代 2段○
縦四方固め 井 上 くみ子 初段

―

川 野 真 理 2段

崩れけさ固め 下 田 仁 美 2段

―

国 吉 真 子 3段

④第 4試合

ミキハウス (2月券)

○大 森 千 賀 子  2段
ダ イ コ ロ(2勝 1敗 )

横 井 美 穂 2段

永 井 和 恵 2段

中 橋 治 美 初段
藤 本 哲 子 2段

向 井 史 果 初段
笹 村 千 津子  2段
○増 田 仁 子 3段

女子第一部全勝で優勝を飾つたミキハウス

女子第一部成績表  くリーグ戦〉

①
そごう
②
ダイコロ

③

コマツ
O
住友海上

⑤
ミキハウス

1赤負
()じ ()負 ()分

慣位

①
そ ど う＼

△

一

△
|―-4

△

一

△
　
一
0勝 4敗 5位

②
ダイコロ
O
4--0 ＼

○
3-― |

○
2-― |

△
0--2

3勝 1敗 準優勝

③
ヨ マ ツ
O
3-一 |

△
|-3 ＼

△
2-2(内 )

△

一
1勝 3敗 4位

①
住友海上

○
4--0

△
|―-2

○
2-2(内 ) ＼

△

一
2,赤 2敗 3位

⑤
ミキハウス

〇

一

〇

一

（∪

一

O
|―-0 ＼ 41本 0敗 一量



ミ
キ
ハ
ウ
ス
に
胸
借
り
て

大
阪
府
警
監
督

小
吉
今
】
よ
し
）
久
仁
男

今
回
、
警
察
女
子
柔
道
は
発
展
途
上
な
の
で
特

例
と
し
て
、
二
部
入
り
を
認
め
ら
れ
た
。
優
勝
し

て
も
、
メ
ン
バ
ー
不
足
（５
人
制
）
な
の
で
二
部
の

ま
ま
。
大
型
の
選
手
こ
そ
い
な
い
が
、
二
部
優
勝

の
力
は
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
勝
因
は
先
鋒
が
持

ち
場
を
し
っ
か
り
守
り
、
中
堅
白
石
が
ポ
イ
ン
ト

ゲ
ッ
タ
ー
と
な
り
、
体
落
と
し
な
ど
で
働
い
て
く

れ
た
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
で
大
会
前
の
合
宿
で
、
胸
を

借
り
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

第二部優勝の大阪府警

女子第二部成績表

優 勝 大阪府警
準優勝  バ ッケン モーツアル ト

大
阪
府
警

西 興 産 業 1

肥 後 銀 行 2

大 阪 府 警 3

三菱自動車 岡崎  4

セ   コ  ム 5

塩 谷 建 設 6

バッケンモーツアルト 7

［あ

と

が

き
］

平
成

６
年
８
月
２８
日
側
、
神
戸
市

か
ら
本
大
会

を
開
催

し
た

い
と
兵
庫
県
柔
道
連
盟

（西
本
克

己

会
長
）
を
仲
介
役

と
し
て
意
志
表
示
が
あ

っ
た
。

早
速
、
連
盟

の
常
任
理
事
会

に
諮
り
神
戸
市
体

育
協
会

・
兵
庫
県
柔
道
連
盟
と
本
格
的
な
交
渉
を

開
始
、
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
三
者

で
協
議
を

重
ね
基
本
的
事
項

に

つ
い
て
合
意
を
み
た

の
が
平

成

６
年

１２
月
２７
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

平
成

７
年

の
新
春
を
迎
え
て
の
ん
び
り
と
協
議

内
容

の
議
事
録

に

つ
い
て
神
戸
市

と
意
見
を
交
換

し
て
い
た
１
月

１７
日
∞
、
あ

の
悪
一身
の
よ
う
な
阪

神

・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
神
戸

は
じ
め
周
辺

の

地
域

に
甚
大
な
被
害
を
与

え
た
。

震
災
直
後
、

１
月
２４
日
山

に
開
催
さ
れ
た
常
任

理
事
会

で
神
戸
市

に
対
す
る
義
援
金
拠
出
、
そ
し

て
本
大
会
開
催

の
可
否

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

を
緊
急
決
定
し
た
。

２
月
１
日
い
、
ズ
タ
ズ
タ
に
寸
断
さ
れ
た
交
通

機
関
を
乗
り
継
ぎ
私
は
清
野
次
長
と
共

に
神
戸
市

体
育
協
会
が
入
居
し
て
い
る
神
戸
商
工
貿
易

セ
ン

タ
ー
ビ

ル
（
１０
階
）
を
訪
問
し
た
。

震
災

の
激
し
さ
を
物
語
る
よ
う

に
机
や

ロ
ッ
カ
ー

な
ど
倒
れ
か
け
、
書
類
が
部
屋
中

に
散
乱
し
足

の

踏
場
も
な

い
状
態

の
中

で
お
見
舞

い
申
し
あ
げ
本

大
会

の
打
合

せ
を
し
た
。

当
時
、
神
戸
市

は
全
職
員
を
動
員
し
最
優
先
課

題
と
し
て
被
災
者

の
救
援

に
取
組
中

で
あ
り
、

ス

ポ
ー
ツ
大
会
開
催

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
余
裕

は

全
く
な
か

っ
た
と
言

っ
て
良

い
。

神
戸
市
体
育
協
会

は
、
都
市

の
崩
壊
と
多
数

の
被

災
者
が
物
心
両
面

に
痛
手
を
負

っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
開
催

に
漕
ぎ

つ
け
た

い
と
熱
心

に
語
る
姿

に
感

激
し
、
連
盟
は
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
こ
と
に
し

↓ぅに
。そ

の
後
、
神
戸
市

の
復
興
は
着
実
な
進
展
を
み

せ
４
月
以
降
打
合

せ
に
訪
れ
る
た
び
、
街
が
蘇
生

し
て
い
く
姿

に
目
を
み
は
る
思

い
が
し
た
。
そ
し

て
大
会
開
催

の
見
通
し
も
次
第

に
明
る
さ
が
増
し

て
旦
（体
化

へ
一削
進
し
て
い
っ
た
。

平
成

８
年

１
月
以
降
、
大
会
運
営
委
員
会
は
「
ガ

ン
バ
レ
神
戸
／
阪
神

・
淡
路
大
震
災
復
興
祈
念
大

会
」

の
ス

ロ
ー
ガ

ン
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
あ
る
大

会
を
目
指
し
議
論
を
重
ね
て
努
力
し
た
。
そ
の
結

果
新
た
な
企
画
を
盛
り
込
ん
だ
斬
新
な
大
会

に
仕

上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
趣
旨

に
ご
賛
同

い
た
だ
き
各
方
面
か
ら

多
大
な
ご
支
援

・
ご
協
力
を

い
た
だ

い
た
。
労
働

省
か
ら
永
井
労
働
大
臣
が
開
会
式

に
ご
臨
席

い
た

だ
き
、
全
日
本
柔
道
連
盟
か
ら
は
特
別
ゲ

ス
ト
に

田
村
亮
子
選
手
、
さ
ら
に
小
川
直
也
選
手
は
じ
め

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
代
表
選
手

の
派
遣
、
そ
し
て
東
京

か
ら
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
大
会
ま
で
の
金

メ
グ
リ

ス
ト
た
ち
が
展
開
す
る
柔
道

の
技

と
感
激

的
な

シ
ー
ン
を
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

ハ
イ
ラ
イ
ト
に
編

集
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
提
供

い
た
だ
き
会
場
内

で
１
０

０
０
人
以
上

の
方

々
が
視
聴
し
た
。
お
陰
様

で
役

員

・
選
手

・
観
客

の

一
体
感
が
譲
成

さ
れ
大
会

は

よ
り

一
層
充
実
し
た
。

は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
神
戸
大
会
が
幾
多

の
困

難
を
乗
り
越
え
か
く
も
盛
会
裡

に
終
了
し
た
こ
と

は
、
大
会
運
営

に
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
関
与
し
て

き
た
関
係
者

の
万
感

の
思

い
が
大

き
な
喜
び

に
な

っ
た
に
違

い
な

い
。

厳
し

い
環
境

の
中

で
最
大

の
ご
支
援

い
た
だ

い

た
神
戸
市
、
大
会
運
営

に
多
数

の
役
員
を
派
遣

い

た
だ

い
た
兵
庫

県
柔
道
連

盟

は
じ

め
関
係
諸

団

体

・
各
位

に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

る
次
第

で
す
。

事
務
局
長
　
村
井
正
芳
記

惜 しくも準優勝のダイコロ

１
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９
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年
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日
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業
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連
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